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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

次期学習指導要領の改訂審議第4回/6回ふり返り（2025年3月28日/4月25日開催）

①「裁量的な時間」創設可の柔軟な教育課程
②「学びに向かう力、人間性等」の発展的提案

（中教審教育課程企画特別部会）







所感

・改訂指導要領（案）は、教師の概念的指導力の発揮を前提とする

・指導要領改訂作業の第一の難所は、教科書
の再構造化である

> 分量（ページ数）

> 学習指導要領コード、デジタル教科書の扱い

> 指導書、問いやQRコードの意義

>教材研究、研修時間のカリキュラム内で確保すべき

>この問題を、教育課程編成や授業時数取扱いの弾力化で対応すべきで
はない

>これまでの「○○の学び」を基礎として発展させる。教師はもっと我
がごとの理解に至るまで学ぶ必要がある



教育課程部会 教育課程企画特別部会（第4回） 配付資料
＞論点資料(2)柔軟な教育課程編成の促進について（主に義務教育段階）





教育課程部会 教育課程企画特別部会（第6回） 配付資料
＞【資料１】論点資料④学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点

Point1



教育課程部会 教育課程企画特別部会（第6回） 配付資料
＞【資料１】論点資料④学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点



教育課程部会 教育課程企画特別部会（第6回） 配付資料
＞【資料１】論点資料④学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点

Point2



教育課程部会 教育課程企画特別部会（第4回） 配付資料
＞【資料１】論点資料④学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点

Point3
スパイラル




